
【目標達成計画】
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現状における
問題点、課題

目　　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

1 1 理念に添った努力目標を把握していない
虐待、拘束、不適切ケアのアンケートを通し、
月間、週間目標を立てる。

月間、週間目標を理念と一緒に掲示し毎朝
のミーティング時声を出し読み合わせて実
践する。

3ヶ月

2 4 運営推進会議の集まりがなかった。 関係者に書面で報告する。
いろはから書面で現状報告を発信し各関係
者にも現状を伝えていく。

6ヶ月

3
6
・
7

居室の窓の施錠やスピーチロックなどが減
らない。

拘束の意義を再度検討する。
日々のケアの中の言葉づかいをお互いに
注意できる環境にする。

3ヶ月

4 25
迅速で、細やかに、心身の状態の変化、ご
本人、ご家族の思いや意向をサービス計画
に反映する。

より細かな、心身の状態の変化への気づき、
思いや意向の把握を行う。

記録用紙の活用方法の工夫（色彩の活用）
入居者様の状態の変化（推移）がわかる記
録方式の活用

3ヶ月

5 37
非常時に備え持ち出し書類などの準備が
出来ていない。

持ち出しチェックシートを作る。
避難訓練時にも活用し全員で不備のないよ
うにする。

3ヶ月

２、目　標　達　成　計　画
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